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御土居の実像－近年の発掘調査成果から－

（公財）京都市埋蔵文化財研究所　南 孝雄

１．御土居の歴史

天下人となった豊臣秀吉は、京都の町でいくつかの大規模な造営事業を行います。天正 14 年（1586）

に聚楽第、天正 16 年（1588）には方広寺、そして天正 19 年（1591）の御
お ど い

土居と続きます。

御土居の造営は天正 19 年（1591）に豊臣秀吉によって行われました。御土居は土塁と堀によって

京都の町を囲んだものです。その範囲は近世京都の中心部に留まらず、南は東寺、北は鷹ヶ峰、東は

鴨川、西は紙屋川に至り、延長距離は約 23km に達します。当時の記録よると、工事は天正 19 年の閏

正月から始まり数ヶ月でほぼ終了するという突貫工事で行われたようです。御土居造営の目的には諸

説ありますが、鴨川・紙屋川の治水、外敵の侵入を防ぐ、洛中からの盗賊の逃亡を防ぐ、治安の維持

などが挙げられます。

江戸時代になると、御土居は幕府の管理下に置かれ、近世都市京都を構成する重要な施設の一つと

なります。御土居の名称は江戸時代になって定着したもので、豊臣期には主に「土居堀」と呼ばれて

いたのが、江戸時代になると次第に土塁の管理に重点が置かれ「御土居」へと名称が変化していった

ようです〔中村武生 1997〕。しかし、明治時代になると民間への払い下げなどにより御土居の破壊が

始まります。更にそれが本格化するのは大正８年（1919）の都市計画法の公布によるものです。これ

以降、京都は近代的な都市への変化が進み、更に戦後の高度経済成長期などの開発によって御土居は

ほとんどが地上から姿を消してしまいます。

しかし、こうした状況に対して、大正６～８年に京都府によって現況記録が実施され、御土居の歴

史的重要性が注目されます〔西田直二郎・梅原末治 1920〕。この成果を受けて、昭和５年（1930）京

都市内に残る８ヶ所の御土居が国の史跡に指定され、御土居の保全が図られました。更に昭和 40 年

には北野天満宮境内の御土居が史跡に追加指定されています。

２．御土居の調査

御土居の調査は、先に述べたように大正時代に京都府によって現況調査が行われたのが始まりで、

この時、衣笠村野口町（現北区衣笠北荒見町）では精密な御土居の測量調査が実施されています（調

査１）。昭和 50 年代以降、京都市内の開発に伴う発掘調査体制が整備され、市内各所で発掘調査が実

施されるようになると、地中に埋もれていた御土居が姿を見せるようになります。

これまで行われた発掘調査によって 12 ヶ所以上で御土居に関連する遺構が検出されていますが、

検出されている遺構はほとんどが堀です（調査２～６・９・10）。各調査における堀の規模は、幅 13

～ 20 ｍ、深さ１～ 2.5 ｍと場所によって異なっています。堀は各調査例ともに 17 世紀前半から埋ま

り始めており、この時期から堀の管理が行われなくなり始めたようです。

土塁と堀が検出された調査例もあります（調査３）。堀の幅は 20 ｍ、深さが 2.5 ｍを測り、土塁は

幅が 20 ｍ、高さは２ｍ以上で、上半部は後世の削平により失われていました。埋もれていた土塁と

堀が発掘調査された唯一の例です。

また、江戸時代に御土居の一部が破壊されている例もあります（調査 10）。御土居東辺で行われた

調査では、18 世紀代には土塁の部分が墓地になっている事が明らかとなりました。寛文３年（1663）

に鴨川の洪水が京都を襲います。京都所司代の板
いたくらのしげのり

倉重矩は、寛文 10 年（1670 年）に鴨川の上賀茂

から五条通までの間に石積みの堤防、いわゆる寛文新堤を設けました。これによって、この範囲での

御土居は鴨川の堤防としての意味が失われ、寺院などに売却されたことと関連するようです〔中村武

生 2005〕。

３．北野天満宮境内の調査

昨年、北野天満宮境内の御土居で整備を目的とした発掘調査が実施されました。地上に残る御土居

の初めての発掘調査です。調査地は北野天満宮境内地の北西部に位置し、この境内地の御土居は国指

定の史跡に指定されています。調査は、御土居の整備を目的として６つの調査区を設定して行いまし

た。主な調査成果として次の３点が挙げられます。

（１）切石組暗渠を検出しました。埋没して位置が不明であった東側の取水口を調査により検出し、

露出していた排水口と合わせ、切石組暗渠の規模・構造が明らかとなりました。この暗渠は、延長

23km を描いた『京都総曲輪御土居絵図』（元禄 15 年（1702）作成。京都大学総合博物館蔵。以下『御

土居絵図』）に描かれた唯一の暗渠にあたります（１・３トレンチ )。

（２）調査地の御土居は、紙屋川東岸の段丘上に築かれていることが確認され、その規模や基底部

から最上部までの構築方法が明らかとなりました（２トレンチ )。

（３）『御土居絵図』に描かれる元禄 14 年（1701）に開削された切通しの道路を検出しました（２・

５・６トレンチ )。

以下にそれぞれについての説明を述べます。

（１）１・３トレンチで検出した切石組暗渠は北白川産の花崗岩製です。取水口と排水口間の距離

が 19.3 ｍ、それぞれ開口部は高さ 40 ㎝、幅 60 ㎝を測ります。取水口は天井石（長さ約 100 ㎝、幅

約 70 ㎝、厚さ約 20 ㎝）と南北の側石（長さ約 70 ㎝、幅約 45 ㎝、厚さ約 20 ㎝）、底石（長さ約 100

㎝、幅約 70 ㎝、厚さ約 20 ㎝）を組み合わせて構成されています（暗渠全体が同様の規格の石材を用

いて構築されているものと考えられます )。一方、排水口はこれよりも長い石材が用いられており、

それぞれ長さが北側石 258 ㎝、南側石 166 ㎝、底石 160 ㎝です。これにより、排水口は土塁本体より

数 10 ㎝突き出すので、バランスを取るために長い石材を用いたことが想定できます。

暗渠は、土塁を盛り上げて構築した後に、これを掘り込み、石組を設置して再び埋め戻しています。
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暗渠の設置の年代を示す遺物は出土していませんが、それを考える手がかりとして、排水口の北側石

を切り出す際に穿たれた矢穴があります。矢穴の形状は時代とともに変化しますが、このタイプの矢

穴は安土桃山時代から江戸時代初期ごろのものです〔森岡秀人・藤川裕作 2008〕。また、方広寺・大

坂城・二条城などの石組暗渠との比較からも同様の見解を得ることが出来ます。北野天満宮の切石組

暗渠はこの頃に設置されたようです。

暗渠取水口と東から接続する排水溝は、北野天満宮のすぐ北側に位置し（本殿から北へ 25 ｍ )、

天満宮の北辺とも方向が合うことから、神域を雨水などから守る為に設けられたものと考えられます。

また、土塁の基底部から最上部までの規模と構築方法も明らかとなりました。土塁は紙屋川の東側

段丘上に構築され、基底部幅が約 18 ｍ、盛土の高さは 3.0 ｍを測ります。紙屋川河原から土塁天場

までの高さは約 10 ｍにもなります。土塁の構築土は、調査地の地山と同種のものでした。御土居の

既往調査（調査３）でも土塁構築土は地山と同種であり、土塁の構築土は、その周辺のものが利用さ

れたと考えられます。

なお、『御土居絵図』は、寛文９年（1669）幕府が御土居の管理を角
すみのくらよいち

倉与一に委託したため、角倉

家がその維持・管理を行うために作成した絵図面です〔京都大学総合博物館 2010〕。今回の調査によ

って、検出された遺構・絵図面・現況地形がそれぞれ合致することが確認され、その精度の高さが明

らかとなりました。

４．まとめ

御土居の発掘調査によって、これまでの研究成果を確認したり、新たな事実が明らかになってきま

した。御土居の堀から 17 世紀前半代からの遺物が出土するということは、江戸時代に入り、幕府の

管理が土塁（土居）と堀から、土塁に限定していくというこれまでの研究と合致します。土塁の構築

土は、調査地周辺と同種の土であることから、その周辺で採取されたものであることがわかりました。

御土居が築造された目的は、はじめに触れたように諸説あります。鴨川の堤防としての役割は、寛

文新堤が造られた後に、河原町沿いの御土居が潰されているという事実からその機能が存在したこと

が分かります。外敵の侵入を防ぐというのも京都の町とその周辺をすっぽり囲むプランやその形状、

また城下町の惣構の存在からも考えられることです。首都・京都の治安維持のためというのは、築造

時期が文禄元年（1592）の秀吉の朝鮮への出兵直前ということを考えれば、重要な視点と思われます

〔藤井譲治 2011〕。室町時代の京都の町は、複数の町の集合体で、町の中には防御の為の「構
かまえ

」と呼

ばれる堀で囲われていました。この構の堀は発掘調査でも確認されていますが、江戸時代の初頭には

ほぼ埋められています。このような町同士を分断する施設は物や人の流れを阻害します。経済発展を

重視した秀吉は、御土居の築造により、バラバラの町の集合体であった京都から一つの町の京都への

改造を目指したのではないでしょうか。
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